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粕屋警察署、古賀市及び糟屋郡各町では、「子どもを犯罪から守る対
策会議」において、「一斉児童見守りの日」を設置し、地域・行政・警察が
一体となった効果的な児童の安全対策を推進しています。

５． 実施方法
⑴行　政
●青色回転灯装備車、防犯パトロール車
などによる巡回活動
●防災行政無線を利用しての広報啓発
⑵警　察
交番員、パトカーによる重点警ら
⑶地域住民及び各種ボランティア（団体）
主に通学路・公園・広場など児童が通行し
、利用する場所において、呼びかけや見守
りをお願いしています。

平成21年度

福岡県警察官募集福岡県警察官募集（警察官A）（警察官A）
～福岡県警は新たな力を募集しています～

○試験日（第1次）　５月10日㈰　　○受付期間　４月１日㈬～４月21日㈫
○採用予定　「第1回男性（180名）」「女性（27名）」、「第1回武道指導（3名）」
○問い合わせ　粕屋警察署総務課（☎939－0110）又は最寄りの交番

１． 実施日
毎月第２水曜日
（土・日・祝日・休校日を除く）

２． 実施時間
おおむね午後３時から午後４時までの間
（小学校の実状に応じて実施）

３． 実施者
行政・地域住民・学校・警察・
各種ボランティア（団体）

４． 実施場所
主に通学路・公園・広場など児童が通行し、
利用する場所

土地利用についていっしょに考えませんか！
国土利用計画審議会委員を募集します

　町では、第３次粕屋町国土利用計画（町の土地利用の指針となる計画）を策定中です。
　現在の粕屋町国土利用計画は、平成10年３月に策定し、11年が経過しています。
　このほど、国や福岡県の国土利用計画の改定が行われたことにより、その計画に沿い、なおかつ、町を取
り巻く社会情勢の変化に対応できるよう見直しを行います。
　つきましては、町民参加によるまちづくり推進の一環として、粕屋町の土地利用に関心がある方のご応募を
お待ちしております。
●応募資格　粕屋町に在住又は在勤の20歳以上の方で、まちづくり（町の土地利用）に関心がある方。
●募集人員　３名程度（粕屋町国土利用計画審議会条例第３条第２項第４号に規定する『町民（一般公募）』として）

※応募者多数の場合は、選考委員会により書類選考をさせていただきます。
●募集期限　５月８日（金）到着分まで
●内容　粕屋町国土利用計画審議会条例により、町長の諮問に応じて粕屋町国土利用計画に関する事項につ

いて、必要な審議を行う。５月ごろから平成22年２月ごろまでに、数回開催予定。なお、会議は原
則平日の昼間、場合によっては、平日の夜間・日曜日などの開催もあり得ます。

●応募方法　応募の理由を簡単に書いて、住所・氏名・年齢・電話番号・職業及び勤務先又は通学先を明記
の上、はがき・メール・直接窓口のいずれかによりご応募ください。
※選任後、氏名・性別などの計画書及び町ホームページなどへの掲載を予定していますことを
あらかじめご了承ください。

●宛先　粕屋町役場 企画課（〒８１１－２３９２　粕屋町駕与丁一丁目１番１号
E-mail:bosyu@town.kasuya.fukuoka.jp）

●問い合わせ　粕屋町 企画課（☎９３８－２３１１　内線２３２）へ
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第
52
回
福
岡
県
問
題
研
究
集
会

　

２
月
７
日
（
土
）
〜
８
日
（
日
）
福

岡
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
日
目
の
み
の

参
加
で
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
日
本
青
年
団
協
議

会
常
任
理
事
の
方
の
講
演
な
ど
が
行

わ
れ
、
県
の
青
年
団
の
方
々
と
た
く

さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

冬
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

２
月
８
日
（
日
）、
粕
屋
西
小
学

校
に
て
、Ｏ
Ｂ
の
方
々
を
招
き
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
六

チ
ー
ム
に
分
か
れ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

大
縄
跳
び
、
障
害
物
リ
レ
ー
、
ク
イ

ズ
ゲ
ー
ム
、
綱
取
り
な
ど
を
し
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

婦人会創立50周年記念式典
２月７日（土）9：30～ サンレイクかすや

　町長・町議会議長始め多くのご来賓の皆さまを
迎え、盛大に開催することが出来ました。また、
記念講演「これからの婦人会のあり方」という演
題で、講談師 神田紅氏の楽しい語り口、記念コン
サートでは、アコーステックデュオ　ハルさんの
すばらしい歌声・演奏に心がなごみました。 郡婦連活動発表会

２月28日（土）13：30～ サンレイクかすや

　粕屋町まちづくり出前講座を「待ったなし！地
球温暖化対策」の演題で、中村学園大学名誉教授
宮田奈美子先生の出来るだけCO2を出さない生活
をして温暖化を防ごうと言う内容のお話を聞きま
した。
　その後、今回始めてそれぞれの町が活動発表を
行い、粕屋町は婦人学級活動（エアロビクス）を
スライドで発表し、エアロビクスを学級生８名で
披露しました。

婦人学級
２月13・20・27日（金）10：15～ かすやドーム

　郡婦連活動発表のため、エアロビクス実技の練
習をしました。

独り暮らし高齢者弁当作り
２月19日（木）8：30～ サンレイクかすや

　支部長ほか25名で、春の料理を工夫して181食
の弁当を作りました。

あいさつ運動
２月16日（月）7：50～ 各小中学校

４月の行事予定
あいさつ運動7：50 ～各小中学校
独り暮らし高齢者弁当作り
　　　8：30 ～サンレイクかすや
　前支部長と更婦学級生
郡総会13：30 ～しーずうみ

15日（水）
16日（木）

25日（土）
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犬を飼うときのルールだワン！

【お知らせ】５月に狂犬病の予防注射を実施します。詳細は５月号でお知らせします。

★フンの後始末は、飼い主の責任です
　ビニール袋やスコップなどを持ってきちんと処理されている方が多い中、そのまま放置した
り、拾ったもののビニール袋のまま捨てていくマナー違反の飼主の方もおられます。
　道路や公園などに放置されたままのフンは、みんなに迷惑をかけています。犬を飼ってい
る方は、犬のフンを持ち帰り、他の方の迷惑にならないようにしましょう。

★放し飼いはやめましょう
　放し飼いは、条例で禁止されています。散歩の時もリードをつけましょ
う。夜間もつないで飼いましょう。愛犬が社会の一員として認められるよう
に、飼い主の方が、ルールを守ってかわいがってください。
　住みよい町づくりのために、みなさんの協力をよろしくお願いします。

4月1日から生ごみ発酵処理容器の販売価格・補助金額が変わります
　地球温暖化防止と資源を有効活用するため、家庭から出る生ごみを住民の方自らが処理することを奨励し、 
生ごみ発酵処理容器を購入された住民の方々に対し補助を行っています。今回、メーカーの値上げに伴い、４月
１日より販売価格及び補助金額の見直しを行います。
　これから処理器購入をお考えの住民の方々には大変ご迷惑をおかけいたしますが、ごみの
減量化を目指し、挑戦してみてください。
　良い堆肥を作るためには、適度な水分と酸素と栄養（生ごみ）のバランスがたいせつです。

※生ごみ発酵処理容器とは、ＥＭ（有用
微生物群）で生ごみを醗酵処理して、
良質の堆肥に変える容器です。

●問い合わせ　粕屋町環境課　☎（９３８）２３１１　内線４９３・４９４

現　行

変更後

販売価格

2,400

2,950

補助金額

1,000

1,400

たい

たい

※このコーナーについての連絡・問い合わせは、YOSAKOIかすや祭り実行委員会まで  ☎938－2311 担当：中山

◆粕屋町どんたく隊に参加しませんか。

どんたく参加日　５月３日(日・祝)・４日(月・祝) 
時間は、練習会時にお知らせいたします。

●練習日程、会場　全日程参加できなくてもかまいません。
４月１日（水）・８日（水）・15日（水）・22日（水）
　　　　かすやドーム　サブアリーナ
　　　　　 １９：２０～２１：００
　　29日（水・祝） 
　　　　かすやドーム　メインアリーナ
　　　　　 １９：００～２１：００
●練習曲　「一心一想」
●持ってくる物　室内用運動靴、参加費１００円 昨年の粕屋町どんたく隊です。
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粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。
No.207

新入会 部・教室紹介
・Friday English 英会話教室
・粕屋町社交ダンスサークル
・粕屋ハーモニカサークル

部　

の　

紹　

介

講
演
会
開
催

　

二
月
二
十
一
日
（
土
）「
筑
前
国

と
糟
屋
郡
の
江
戸
時
代
の
村
の
く
ら

し
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
社
会
教
育

課 

新
宅
信
久
氏
に
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

約
60
名
の
出
席
の
も
と
、
江
戸
時

代
の
庄
屋
制
度
や
、
檀
家
制
度
・
お

庚
申
さ
ま
な
ど
の
お
も
し
ろ
い
江
戸

時
代
の
先
祖
の
暮
ら
し
の
講
演
に
、

出
席
者
全
員
大
満
足
で
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。本

郷

　

フ
ラ
イ
デ
イ
・
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
サ
ー

ク
ル
は
、
英
語
が
好

き
で
、
も
っ
と
英
会

話
が
上
手
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
、
こ
の

サ
ー
ク
ル
を
作
り
ま

し
た
。

　

先
生
は
カ
ナ
ダ
人
、
明
る
く
て
親

切
な
先
生
で
、
毎
週
楽
し
く
レ
ッ
ス

ン
し
て
い
ま
す
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
英

会
話
も
楽
し
め
ま
す
。

　

私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
一
度
、
気
軽
に
見
学

に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

毎
週
金
曜
日

午
後
７
時
25
分
〜
午
後
８
時
55
分

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
会
費　

月　
三
千
五
百
円
（
別
途
、

英
会
話
サ
ー
ク
ル

会
議
室
使
用
料
な
ど
必
要
）

●
問
い
合
わ
せ　

横
尾

　

☎
９
３
８
ー
９
２
５
２

　

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

誰
で
も
吹

け
る
ハ
ー
モ

ニ
カ
サ
ー
ク

ル
を
二
月
に

作
り
ま
し
た
。

現
在
会
員
は

四
名
で
す
が
、

童
謡
を
中
心
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

楽
し
ん
で
、
楽
し
ん
で
、
楽
し
む

初
心
者
歓
迎
、
一
人
で
な
く
皆
で
楽

し
む
サ
ー
ク
ル
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
練
習
日　

毎
月　
第
三
月
曜
日

●
練
習
場
所　

原
町
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル
、
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
会
費　

月　
五
百
円

●
問
い
合
わ
せ　

澤
田

☎
９
３
８
ー
８
０
４
４

　

泉
花
三
照
先
生
の
指
導
の
下
、
先

生
の
ご
自
宅
で
、
月
四
回
日
本
舞
踊

を
習
っ
て
い
ま
す
。
日
時
は
先
生
の

都
合
で
な
く
会
員
の
都
合
に
合
わ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ま

だ
現
役
で
働
い
て
い
る
人
や
、
年
が

い
っ
て
も
多
趣
味
な
人
が
い
る
か
ら

で
す
。

　

今
年
は
「
駕
輿
丁
八
幡
宮
」
の
豆

ま
き
に
、
踊
り
を
奉
納
す
る
機
会
を

い
た
だ
き
感
激
し
ま
し
た
。

　
「
清
元　

青
海
波
」
他
五
曲
を
舞

い
納
め
ま
し
た
。

　
「
青
海
波
」
は
江
戸
後
期
、
清
元

延
寿
太
夫
の
始
め
た
一
曲
で
、
泉
流

で
は
名
取
り
の
課
題
曲
と
し
て
内
弟

子
が
習
得
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
古

典
舞
踊
を
中
心
に
、
俗
曲
も
楽
し
く

踊
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

古
典
舞
踊
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

不
定
期　

月
四
回

●
講
師　

泉
流　

泉
花
三
照

●
場
所　

講
師
宅

☎
９
３
８
ー
１
６
４
０

●
問
い
合
わ
せ　

中
野

☎
９
３
８
ー
４
２
８
９

　

日
本
古
来
の
和
紙
に
魅
せ
ら
れ
て

少
人
数
な
が
ら
作
品
作
り
に
励
ん
で

い
ま
す
。
最
近
の
和
紙
は
、
染
め
も

多
彩
で
う
っ
と
り
す
る
程
で
す
が
、

本
当
は
染
め
の
世
界
は
大
変
な
も
の

で
、
そ
の
日
の
天
候
や
太
陽
光
の
角

度
や
日
照
時
間
（
温
度
や
湿
度
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
）
な
ど
、
自
然
条
件

が
す
べ
て
染
ま
り
具
合
に
影
響
す
る

と
い
う
か
ら
び
っ
く
り
で
す
。
そ
の

手
の
か
か
っ
た
和
紙
に
感
謝
し
つ
つ
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ご
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
日
時　

第
一
火
曜
日
（
月
一
回
）

　

午
後
二
時
〜
午
後
五
時

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

第
二
研
修
室

●
講
師　

福
間
雅
世
先
生

●
問
い
合
わ
せ　

前
田

　

☎
９
３
８
ー
２
３
９
２

英会話教室
「Friday English」

参加者募集

花
三
会
Ａ

粕
屋
ち
ぎ
り
絵

だ
ん

か

こ
う 

し
ん

え
ん  

じ
ゅ   

だ   

ゆ
う

粕
屋
ハ
ー
モ
ニ
カ

サ
ー
ク
ル
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☎（
６
２
１
）
９
９
２
８

㈱
尾
畑
建
設
糟
屋
支
店

☎（
９
３
８
）
４
５
７
６

長
設
備
工
業☎（

９
３
８
）
７
１
３
５

㈱
倉
田

☎（
９
３
８
）
２
７
０
８

松
山
工
業
㈱☎（

９
３
８
）
２
２
４
５

●
交
換
時
の
お
願
い

▽
交
換
対
象
の
お
宅
に
は
担
当
の
委

託
業
者
が
事
前
に
訪
問
し
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所
な
ど

を
確
認
後
、
交
換
日
を
文
書
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▽
留
守
の
場
合
で
も
交
換
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▽
交
換
作
業
は
腕
章
と
身
分
証
明
書

を
携
帯
し
た
担
当
者
が
訪
れ
、
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
行
い
ま
す
。

そ
の
際
ま
れ
に
空
気
が
入
り
、
白

く
濁
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

蛇
口
を
２
〜
３
分
間
開
け
て
空
気

を
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
の
自
動
車

な
ど
は
、
交
換
作
業
時
に
移
動
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

直
接
各
担
当
の
委

託
業
者
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、

粕
屋
町
上
下
水
道
課　

☎（
９
３

８
）
２
３
１
１　

内
線
４
５
７
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
使
用
有
効
期

間
は
、
計
量
法
に
よ
り
８
年
間
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
有
効
期
間

が
満
了
す
る
前
に
、
町
が
委
託
し
た

左
記
指
定
工
事
業
者
に
て
交
換
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
は
、
原
町
区
の
有
効
期
限
が

近
づ
い
た
お
宅
の
メ
ー
タ
ー
器
を
交

換
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
業
者

㈲
前
田
設
備
工
業

水
道
メ
ー
タ
ー
器

　
　

交
換
の
お
知
ら
せ

No.100

　

１
月
31
日
（
土
）、
イ
オ
ン
モ

ー
ル
で
障
が
い
者
疑
似
体
験
教
室

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
社
協
の
皆
さ

ん
、
児
童
（
小
・
中
学
生
）、
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ボ
ラ
連
な
ど
の

方
々
30
名
以
上
が
参
加
さ
れ
、①

ア
イ
マ
ス
ク
を
着
け
て
の
歩
行

②
車
椅
子
の
運
行
を「
介
助
す
る

人
」と「
介
助
さ
れ
る
人
」に
分
か

れ
て
交
代
で
体
験
し
ま
し
た
。参

加
者
は
、最
初
は
と
ま
ど
い
な
が

ら
も
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

体
験
後
の
話
し
合
い
で
は
、①

段
差
の
あ
る
と
こ
ろ
で
も
、
車
椅

子
の
ス
テ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ー
を
使
用

す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
。

②
ア
イ
マ
ス
ク
を
し
て
の
歩
行
は

不
安
で
、
耳
や
鼻
に
神
経
が
集
中

し
た
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

ま
た
、
町
職
員
の
副
島
さ
ん
か
ら
、

車
椅
子
で
の
生
活
の
こ
と
、
現
在
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
バ
ス
ケ
ッ
ト
を

目
指
し
て
い
る
な
ど
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。             

し
お
ん
の
会 

　

２
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
ボ
ラ
連
初
め
て
の
交
流
会
が
、

た
く
さ
ん
の
参
加
の
も
と
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

高
木
会
長
、
西
村
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
各

種
団
体
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

手
話
の
会
は
、
歌
い
な
が
ら
手
話

を
し
た
り
、
去
年
か
ら
参
加
の
ガ

イ
ア
の
響
の
太
鼓
の
演
奏
は
、
そ

ば
で
聞
き

胸
に
響
き

ま

し

た
。

役
員
さ
ん

か

ら
「
ペ

ッ
ト
ボ
ウ

リ
ン
グ
」

「
め
ざ
せ
億

万
長
者
」

ィ
ア
さ
ん
、
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

か
す
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

☎（
９
３
８
）
８
８
３
５

「
ビ
ン
ゴ
を
ね
ら
え
」
の
ゲ
ー
ム

の
説
明
を
聞
き
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
分
か
れ
て
開
始
し
ま
し
た
。
ゲ

ー
ム
中
は
夢
中
に
な
り
、
あ
っ
と

い
う
間
に
お
昼
で
す
。
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
い
ろ

い
ろ
な
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

三
ゲ
ー
ム
の
合
計
の
結
果
、
い

よ
い
よ
表
彰
式
で
す
。
私
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
は
１
位
、
２
位
と
い
う

成
績
で
賞
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

役
員
さ
ん
、
計
画
・
準
備
い
ろ
い

ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
年
に
１
回
ぐ
ら
い
計
画
し
て

く
だ
さ
い
。
と
て
も
楽
し
い
１
日

で
し
た
。

友
愛
訪
問
の
会　

永
井
房
子

　

セ
ン
タ
ー
に
は
多
種
多
様
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
が
あ
り
ま
す
。

幼
児
の
見
守
り
、
草
取
り
、
引
率
、

簡
単
な
大
工
仕
事
等
々
、
趣
味
と

特
技
を
生
か
せ
る
場
の
一
つ
と
し

て
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

　

自
分
の
余
暇
の
過
ご
し
方
の
方

法
と
し
て
、
無
理
せ
ず
都
合
の
良

い
時
に
活
動
す
る
個
人
ボ
ラ
ン
テ

障
が
い
者
疑
似
体
験

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

で
き
る
方
・
し
た
い
方
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

交
流
会
を
終
え
て
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２
月
の
行
事

４月の行事予定

■
２
月
定
例
理
事
会

２
月
３
日（
火
） 

午
前
10
時

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

次
の
こ
と
を
議
題
に
話
し
合
い

ま
し
た
。

▽
２
月
13
日（
金
）粕
屋
西
小
学
校

校
区
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
と
児
童

と
の「
昔
の
遊
び
」の
交
流
計
画
。

▽
２
月
19
日（
木
）10
時
か
ら
第
３

回
高
齢
者
学
級
の
内
容
説
明
と

参
加
呼
び
か
け
。ほ
か

■
粕
屋
中
央
小
学
校

　

キ
ラ
メ
キ
清
掃
奉
仕

２
月
12
日（
木
） 

午
前
８
時
30
分

粕
屋
中
央
小
学
校
周
辺

　

長
者
原
中
区
長
寿
双
葉
会
会
員

16
名
と
中
央
小
学
校
２
年
生
児
童

30
名
と
で
、体
育
館
周
辺
及
び
東

の
通
用
門
周
辺
の
除
草
と
掃
除
を

行
い
ま
し
た
。会
員
の
指
導
で
、作

業
の
仕
方
や
コ
ツ
を
教
わ
り
な
が

７日（火）

24日（金）

４月定例理事会
10：00～ 粕屋町福祉センター

粕屋町老人クラブ連合会定期総会
９：30～ 粕屋町福祉センター

ら
、い
っ
し
ょ
に
ゴ
ミ
を
集
め
、一

輪
車
で
運
ん
だ
り
と
、元
気
に
が

ん
ば
り
ま
し
た
。作
業
が
終
わ
り
、

担
任
の
先
生
か
ら「
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
ね
。こ
れ
か
ら
は
、学
校

だ
け
で
な
く
、町
の
美
化
の
た
め

に
も
、ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
・
拾
う
よ

う
に
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
」と

お
話
が
あ
り
、最
後
に
、児
童
全
員

か
ら『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
』と
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、

会
員
一
同
す
が
す
が
し
い
気
分
に

な
り
、１
時
間
あ
ま
り
の
奉
仕
作

業
を
終
わ
り
ま
し
た
。

■
粕
屋
西
小
学
校
児
童
に

　

昔
の
遊
び
指
導

２
月
13
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分

粕
屋
西
小
学
校

　

毎
年
２
月
、「
ふ
ゆ
と
あ
そ
ぼ

う
」＝
あ
そ
び
め
い
じ
ん
に
な
ろ

う
＝
の
タ
イ
ト
ル
で
、１
年
生
の

児
童
と
、校
区
内
の
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
と
で
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。今
年
も
、23
名
の
会
員
が
参
加
、

コ
マ
ま
わ
し
・
は
ね
つ
き
・
折
り
紙

な
ど
７
種
目
の
遊
び
を
一
生
懸
命

に
楽
し
く
、子
ど
も
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
な
っ
て
遊
び
ま
し
た
。

■
第
３
回
高
齢
者
学
級

２
月
19
日（
木
） 

午
前
10
時

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
貝
原
益
軒
の
養
生
訓
」と
の
演

題
で
、木
村
辰
也
先
生
の
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。木
村
先
生
に
は
、平

成
19
年
10
月
糟
屋
郡
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
第
10
回
幹
部
研
修
会
の
と

き
に
も
、記
念
講
演
を
お
願
い
し

ま
し
た
。そ
の
と
き
は
、議
事
の
都

合
で
、お
話
の
時
間
が
短
く
な
り
、

ま
だ
お
聞
き
し
た
い
と
言
う
声
が

出
て
お
り
ま
し
た
。今
回
は
、時
間

も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
か
け
て
い
た
だ
き
、

「
益
軒
」に
つ
い
て
、色
々
、あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
お
話
も

聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。今
か

ら
お
よ
そ
３
８
０
年
も
前
に
生
ま

れ
、85
歳
の
高
齢
で
亡
く
な
ら
れ

た
と
の
こ
と
。身
を
も
っ
て
養
生

訓
の
教
え
を
示
さ
れ
た
と
い
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、

粕
屋
地
区
に
は
特
に
縁
が
深
く
、

酒
殿
に
知
行
地
が
あ
っ
た
と
は
、

さ
ら
に
、親
し
み
を
覚
え
る
お
話

で
し
た
。

　

家
庭
の
台
所
な
ど
で
使
用
す
る
包

丁
・
小
刀
・
は
さ
み
・
鎌
な
ど
の
刃

研
ぎ
を
左
記
の
と
お
り
実
施
い
た
し

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
注
文
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

４
月
17
日 (

金)

　

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分

●
場
所

　

粕
屋
町
駕
与
丁
３
丁
目
２
番
21

粕
屋
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

車
庫
前

●
料
金　

１
本
３
０
０
円
〜
５
０
０

円
程
度

●
問
い
合
わ
せ　
（
社
）
粕
屋
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎（
９
３
８
） 

３
３
０
０

刃
物
研
ぎ

（
刃
物
を
生
き
返
ら
せ
ま
す
）
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◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

☎(

９
３
８) 

２
４
５
６
「
粕
屋
町
商
工
会
」
ま
で

第
２
回
粕
屋
町
商
工
会

節
分
大
祭
お
礼

経
営
な
ん
で
も

相
談
会
開
催

　

２
月
７
日
（
土
）、
駕
輿
八
幡

宮
に
お
い
て
、
粕
屋
町
商
工
会
主

催
に
よ
る
『
第
２
回
粕
屋
町
商
工

会
節
分
大
祭
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
２
月
ら
し
い
寒
さ
の
中
、

「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
の
威
勢
の

よ
い
掛
け
声
で
参
加
者
は
豆
を
ま

き
、
無
病
息
災
な
ど
を
祈
願
し
て

い
ま
し
た
。
節
分
大
祭
へ
の
参
加

者
・
出
演
者
・
多
数
の
関
係
者
及

び
出
店
事
業
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
繰

り
な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
15
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員　

税
理
士
ほ
か

※

相
談
は
無
料
で
す
。
ご
相
談
の

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

●
予
約　

粕
屋
町
商
工
会

　

商
工
会
は
、
商
工
業
者
の
経
営

支
援
や
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
会
員
資
格
は
、
町
内
に
お
い

て
引
き
続
き
６
か
月
以
上
営
業

所
・
事
務
所
・
工
場
・
事
業
所
を

有
す
る
商
工
業
者
で
す
。
商
工
会

員
は
無
料
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ａ

４
サ
イ
ズ
）
が
開
設
で
き
ま
す
。

粕
屋
町
商
工
会
へ
の
入
会
及

び
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

商
工
会
で
は
、
商
品
券
の
利
用

拡
大
と
地
元
商
工
業
の
活
性
化
の

た
め
取
扱
加
盟
店
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

●
加
盟
店
（
２
月
末
日
現
在
）

　

１
０
０
事
業
所

●
加
盟
店
登
録
資
格

　

粕
屋
町
商
工
会
員
で
あ
る
こ

と
。

●
登
録
方
法　

指
定
の
「
覚
書
」
に

て
、
取
扱
加
盟
店
登
録
を
締
結

し
ま
す
。

●
加
盟
登
録
金　

無
料

●
換
金
（
取
扱
加
盟
店
の
み
）

　

商
工
会
窓
口
で
い
た
し
ま
す
。

※

毎
週
火
曜
日
（
祭
日
を
除
く
）

※

換
金
手
数
料
は
無
料
で
す
。

●
種
類　

５
０
０
円
券
と
１
０
０

円
券

●
詳
細　

粕
屋
町
商
工
会

「
粕
屋
町
商
品
券
」
取
扱
加
盟

店
を
募
集
し
て
い
ま
す

■ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp
://w
w
w
.kasu

ya -

　

sh
o
ko
kai .o

r .jp
/

●
時
間

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

ご
ろ
ま
で

●
対
象
者

　

第
一
子
が
平
成
20
年
11
月
か

ら
平
成
21
年
1
月
生
ま
れ
の
乳

児
を
持
つ
お
母
さ
ん
で
、
全
日

程
参
加
で
き
る
人

●
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
場
所　

粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー

●
電
話
申
込
み　

４

月
８
日
（
水
）
〜
４

月
17
日
（
金
）
ま
で

に
粕
屋
町
健
康
セ

ン
タ
ー
（
粕
屋
町
国

保
健
康
課
）
☎
（
９

　

３
８
）
２
３
１
１

内
線
５
２
４
へ

※
教
室
参
加
の
間
、

お
子
様
の
保
育
を

い
た
し
ま
す
。

　

に
こ
に
こ
マ
マ
の
育
児
教
室
は
、

赤
ち
ゃ
ん
の
心
と
身
体
の
こ
と
を

学
ぶ
教
室
で
す
。
ほ
か
の
お
母
さ

ん
と
お
話
を
し
た
り
、
運
動
で
汗

を
流
し
た
り
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

も
で
き
ま
す
よ
。

　

育
児
に
奮
闘
中
の
お
母
さ
ん
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
程
・
内
容

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

に
こ
に
こ
マ
マ
の
育
児
教
室

平成21年度 にこにこママの育児教室（第１期生）

※日程は変更になることがあります。ご了承ください。

回

1

2

3

4

5

6

4月20日

5月12日

5月26日

6月3日

6月15日

6月23日

月

火

火

水

月

火

オリエンテーション

乳幼児の応急処置・事故防止について

離乳食を作ってみよう（調理実習）

体をリフレッシュ～運動しましょう～

親子遊び「育児はとっても楽しいもの」

まとめ

保健師

中部消防署

管理栄養士
斉藤　由紀子先生

古城　尚美先生

熊丸　みつ子先生

保健師

日 曜 内　　容 講師（担当）



24

～安全安心、まちづくり粕屋町～

粕 屋 町 安 全 速 報

粕屋町総務課生活防災係　☎ (９３８)２３１１ 内線２２５

自転車の安全利用
を推進しよう 飲酒運転を撲滅しよう

　４月は、新入学、入園と子どもたちが外に出る機会が多くなるのに伴って、子どもたちの交通事故も増

加してきます。

　子どもさんの悲惨な交通事故が後を絶ちません。

　子どもが不慮の事故で亡くなる中で、最も多い事故が、交通事故です。

　幼児の交通事故の主な原因は、「飛び出し」「駐車車両の直前後の横断」「走行車両の直前後の横断」「ひ

とり歩き」「信号無視」などで、そのうち最も多くを占めている事故が「飛び出し」です。

　保護者の方たちがお子さんといっしょに外出した時などに、実際の道路で

　　●信号の色の意味や信号の変わり方

　　●信号機のある交差点の渡り方

　　●押しボタン信号機の渡り方

　　●踏み切りの渡り方

　　●歩行時に必要な標識（横断歩道、横断禁止、通行禁止など）

　　●雨の日に傘をさしての歩き方

　　●道路の横断の仕方（左右確認、急な飛び出し禁止、斜め横断禁止など）

など、「どうすれば安全なのか、どんなところに危険がひそんでいるのか」などを具体的に分かりやすく教

えて、子どもさんを交通事故から守りましょう。

　交通事故から、かけがえのないお子さんを守るために最もたいせつなことは、日ごろから保護者の方

たち、我々大人が子どもたちに正しいお手本を示してあげることです。

　子どもたちは、いつも大人の行動を見ています。

●交通ルールの理解と厳
守を徹底し、交通モラ
ル・マナーを回復する。
●交差点は、信号を守り、
一時停止、安全確認を
徹底する。
●夜間の早め
のライト点
灯を実践す
る。

●飲酒運転は、絶対にし
ない。
●飲酒を伴う会合などに
は、車を使用せず、公
共の交通機関などを利
用する。

春の交通安全県民運動春の交通安全県民運動春の交通安全県民運動春の交通安全県民運動
４月６日（月）～15（水）４月６日（月）～15（水）４月６日（月）～15（水）４月６日（月）～15（水） 運動の基本 子どもと高齢者の交通事故防止

おうだんほどう

全ての座席のシートベルトと
チャイルドシートの正しい着
用を徹底しよう

●全ての座席のシートベ
ルトの効果と必要性を
認識し、自ら着用する
とともに、助手席や後
部座席同乗者にも必ず着用させる。
●体格に合ったチャイルドシートの選定
と座席への正しい取付けを習慣づけ
る。

重
点
項
目

重
点
項
目

重
点
項
目
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〔
俳
句
〕

鳶
の
舞
ふ
天
空
白
し
春
の
雲

山
村　
　

栄

玉
砂
利
の
響
に
寒
の
明
け
に
け
り

松
浦
菜
穂
子

満
々
と
湖
の
う
ね
り
や
浮
寝
鳥

野
村
抖
し
子

山
眠
る
明
か
り
取
り
な
き
宝
物
庫

渡
辺　

孝
子

寒
鴉
黒
帯
の
ご
と
群
が
り
て

松
永
ク
ニ
子

明
日
は
明
日
箸
で
こ
ろ
が
す
お
で
ん
鍋

藤
田　

豊
子

た
っ
ぷ
り
と
薄
目
の
コ
ー
ヒ
ー
山
笑
ふ

竹
末　

千
鶴

め
ざ
め
れ
ば
墨
絵
の
中
の
雪
景
色

安
河
内
ヒ
サ
ノ

春
冷
え
や
言
葉
少
な
く
老
二
人

大
庭　

悦
子

空
晴
れ
て
お
色
直
し
の
赤
椿

吉
村
み
ち
こ

忙
し
き
こ
と
は
幸
せ
春
隣後

藤
四
男
吉

春
遠
く
野
路
の
草
木
寝
り
に
け
り

石
橋　

富
子

夕
茜
街
の
カ
ラ
ス
が
西
へ
と
び

工
藤
か
つ
代

も
の
思
う
鷺
の
影
あ
り
春
の
野
辺

木
村
た
つ
や

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
俳
句
・
川
柳
・

短
歌
を
掲
載
希
望
の
方
は
、楷
書

で
作
品
・
掲
載
希
望
月
と
連
絡
先

（
電
話
番
号
）を
書
い
て
、掲
載
希

望
月
の
前
々
月
末
ま
で
に
郵
送
か

直
接
窓
口
ま
で
。お
ひ
と
り
１
点

の
応
募
、お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
企
画
課

　

広
報
広
聴
係　

☎（
９
３
８
） 

２

　

３
１
１
・
内
線
２
３
３

街
を
ゆ
く
コ
ー
ト
も
軽
し
春
隣

因　
　

秀
子

湯
け
む
り
や
見
え
か
く
れ
す
る
紅
椿

加
藤　

友
子

香
り
立
つ
蕗
の
と
う
茹
で
昼
の
膳

田
鍋　

勝
代

年
重
ね
春
の
幸
せ
割
烹
着因　

　

俊
子

寒
雀
あ
か
ず
眺
め
て
か
ざ
ぐ
る
ま

松
永　

弘
子

生
き
甲
斐
と
自
慢
の
畑
寒
肥
ま
く

安
松
た
け
し

海
山
も
灰
色
な
り
し
黄
砂
か
な

松
田　

弘
子

飼
ひ
し
犬
帰
ら
ぬ
日
々
や
木
瓜
の
花

伊
東
千
鶴
子

白
魚
や
簗
に
鷗
の
室
見
川武　

　

次
郎

北
国
は
少
し
遅
る
る
更
衣江

上
よ
し
子

曾
孫
の
レ
ス
リ
ン
グ
の
あ
と
春
惜
し
む

安
松　

時
子

風
花
や
潮
の
香
と
ど
く
停
留
所

髙
木
喜
久
代

咲
き
句
ふ
熊
野
神
社
の
藤
見
か
な

榎
木
ミ
ヨ
コ

湧
き
立
ち
て
芽
ぶ
く
こ
の
地
を
踏
み

て
居
り　
　
　
　
　
　

城
戸　

康
碩

苦
も
楽
も
つ
ら
ぬ
き
通
し
喜
寿
の
春

党　
　

悦
子

厳
冬
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
供
華
の
あ
り

松
井　

澄
枝

〔
川
柳
〕

ラ
ン
タ
ン
の
ロ
マ
ン
溢
れ
る
始
発
駅

坂
名　

弘
道

山
の
宿
素
顔
と
素
顔
は
じ
け
て
る

松
永　

節
子

日
溜
ま
り
に
祖
母
の
素
顔
が
浮
き
上

が
る　
　
　
　
　
　
　

瀧
本　

章
志

オ
フ
タ
イ
ム
男
素
顔
に
戻
る
時

岩
本
八
重
子

思
い
き
り
泣
こ
う
素
顔
に
な
れ
る
部
屋

長
井
す
み
子

将
軍
様
の
素
顔
だ
ー
れ
も
知
り
ま
せ
ん

河
野　

成
子

ず
ぶ
濡
れ
を
と
こ
と
ん
庇
う
夫
婦
愛

豊
田　
　

愛

悩
む
友
に
と
こ
と
ん
聞
こ
う
一
升
酒

八
尋
よ
し
恵

耐
え
る
事
と
こ
と
ん
聞
い
た
戦
中
派

今
林
藤
夫

四
面
楚
歌
と
こ
と
ん
責
め
る
虎
落
笛

高
杢
ふ
さ
の

火
だ
る
ま
の
中
で
と
こ
と
ん
聖
書
読
む

瀬
海　

与
一

小
銭
入
れ
決
し
て
持
た
な
い
父
だ
っ
た

林　

さ
だ
き

小
銭
で
は
口
に
入
ら
ぬ
大
間
ト
ロ

楢
原
と
よ
お
き

愛
の
手
を
小
銭
が
繋
ぐ
赤
い
羽
根

平
城
千
代
子

バ
ス
に
乗
り
あ
わ
て
て
さ
が
す
小
銭

入
れ　
　
　
　
　
　
　

下
村
ヨ
シ
子

十
円
が
足
り
ず
く
ず
し
た
諭
吉
さ
ま

安
井　

秀
子

汚
泥
か
ら
鉢
再
生
の
知
恵
貰
う

四
宮
み
ど
り

泥
の
中
仁
王
立
ち
し
て
蓮
を
掘
る

吉
原　

大
恵

泥
大
津
守
っ
て
く
れ
た
家
を
解
く

安
武　

秀
月

敗
残
の
兵
を
浚
っ
て
き
た
ヘ
ド
ロ

長
﨑　

榮
市

環
境
に
優
し
い
車
人
を
ひ
き

金
星
多
資
子

〔
短
歌
〕

桜
花
日
毎
に
咲
き
し
枝
え
だ
に
色
と

り
ど
り
の
花
ひ
ら
く
春

宮
原　

弘
子

梅
が
咲
き
桜
の
花
は
い
ま
だ
し
も
見

紛
う
ほ
ど
に
桜
桃
咲
く

竹
田　
　

勝

ひ
い
ま
ご

わ

お

さ
く
ら
ば
な

ひ   

ご
と

は
る

ま
が

さ
く
ら
ん
ぼ

法
律
と
暮
ら
し
の

　
　
　
　

無
料
相
談
会

　

福
岡
東
部
法
律
事
務
所
〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」

が
次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

談
に
応
じ
ま
す
。

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
秘
密
が

守
ら
れ
ま
す
。

◇
相
談
料
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
相
談
日
時　

４
月
10
日
（
金
）

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

研
修
室
３
・
４（
粕
屋
町
役
場
の
前
）

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

☎（
６
１
１
） 

４
０
５
７

　
　

０
９
０（
８
８
３
１
）９
３
４
６

　

川
口
學
ま
で
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左
の
か
た
が
た
よ
り
、香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、十
分
尊
重
し
て
、有
意
義
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

寄
附
を
受
納
さ
れ
た
団
体
名

寄　

贈　

主

亡
く
な
ら
れ
た
方

居

住

地

年
齢

21 年

前年対比

40件

－5件

0人

±0人

54人

－10人

1月末現在町内の交通事故発生状況

発生

発　生
件　数

死者数 負傷者数
区分

国民健康保険税　第１期

◎
定
額
給
付
金

●
給
付
対
象
者
及
び
給
付
金
を
受
給
で
き

る
人

　

平
成
21
年
２
月
１
日（
以
下「
基
準
日
」）

に
お
い
て
、次
の（
１
）又
は（
２
）い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
。

（
１
）粕
屋
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
い
る
人

○
受
給
で
き
る
人
は
、給
付
対
象
者
の
属

す
る
世
帯
の
世
帯
主
。

（
２
）粕
屋
町
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人（
不
法
滞
在
者
及
び
短
期

滞
在
者
を
除
く
）

○
受
給
で
き
る
人
は
、登
録
さ
れ
て
い
る

各
個
人
の
人
。

●
給
付
額

　

対
象
者
１
人
に
つ
き
１
２
、０
０
０
円

　

た
だ
し
、基
準
日
に
65
歳
以
上
又
は
18

歳
以
下
の
人
は
１
人
に
つ
き
２
０
、０
０

０
円

●
申
請
・
給
付
時
期（
予
定
）

▽
申
請
書
の
送
付　

４
月
６
日（
月
）

▽
給
付
申
請
受
付
開
始
日　

４
月
13
日（
月
）

▽
給
付
開
始
日　

５
月
22
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

粕
屋
町
定
額
給
付
金
対
策
室

☎
９
３
８
ー
２
３
１
１

◎
子
育
て
応
援
特
別
手
当

●
支
給
対
象
者
及
び
手
当
を
受
給
で
き
る

人
〈
支
給
対
象
者
〉

　

基
準
日（
平
成
21
年
２
月
１
日
）に
お

い
て
、支
給
対
象
と
な
る
子
の
属
す
る
世

帯
の
世
帯
主
で
、（
１
）又
は（
２
）の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
。

　
（
１
）粕
屋
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
る
人

　
（
２
）粕
屋
町
の
外
国
人
登
録
原
票
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人（
不
法
滞
在
者
及
び

短
期
滞
在
者
を
除
く
）

〈
支
給
対
象
と
な
る
子
〉

　

世
帯
に
属
す
る
３
歳
以
上
18
歳
以
下
の

子
が
２
人
以
上
お
り
、か
つ
、第
２
子
以
降

で
あ
る
就
学
前
３
学
年
の
子
で
、前
記
の

（
１
）又
は（
２
）の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
。

●
支
給
額　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
３
６
、

０
０
０
円

●
申
請
・
給
付
時
期　

定
額
給
付
金
と
同
じ

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
国
保
健
康
課　

☎
９
３
８
ー
２
３
１
１
内
線
４
４
３
・
４

４
４

※
対
象
者
と
思
わ
れ
る
人
で
、申
請
書
が
届

か
な
か
っ
た
人
は
、粕
屋
町
役
場
ま
で
連

絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
定
額
給
付
金
を
装
っ
た「
振
り
込
め
詐
欺
」

や「
個
人
情
報
の
搾
取
」に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。】

　

町
で
は
、タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
補
助

(

福
祉
タ
ク
シ
ー)

を
今
年
度
も
行
い
ま
す
。

●
対
象
者

・
在
宅
の
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で

①
視
覚
障
害
の
一
級
と
二
級
の
方

②
下
肢
不
自
由
又
は
体
幹
機
能
障
害
の

一
級
と
二
級
の
方

若
宮
区

若　
　

宮

白
垣　

庸
子

白
垣　

雅
近

73

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

戸　
　

原

深
町
ミ
ツ
子

深
町　

忠
通

73

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

花
ヶ
浦
長
寿
会

花
ヶ
浦

栗
原　

年
行

栗
原
ミ
カ
ノ

98

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

乙
仲
原
東

伴　

カ
ヨ
子

伴　
　

芳
彦

78

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

花
ヶ
浦
区

花
ヶ
浦

浅
見　

敏
広

浅
見
フ
ヂ
ヱ

85

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

長
者
原
中
区

長
者
原
中
区
老
人
ク
ラ
ブ

長
者
原
中

渋
田　

雅
雄

渋
田　
　

壽

91

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

若
宮
区

若
宮
区
老
人
ク
ラ
ブ

若　
　

宮

八
尋
ハ
ツ
子

八
尋
シ
マ
ヱ

92

戸
原
区

戸
原
区
老
人
ク
ラ
ブ

戸　
　

原

高
木　

靜
枝

高
木　

勇
吉

78

③
心
臓
機
能
障
害
、腎
臓
機
能
障
害
、呼

吸
器
機
能
障
害
、ぼ
う
こ
う
機
能
障
害
、

直
腸
又
は
小
腸
機
能
障
害
の
一
級
の

方

・
在
宅
の
療
育
手
帳「
Ａ
」を
お
持
ち
の
方

・
在
宅
の
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方

・
在
宅
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お

持
ち
の
方

※

施
設
に
入
所
又
は
病
院
に
入
院
中
の
方

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※

複
数
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
は
、そ
れ
ぞ

れ
の
障
害
名
、障
害
等
級
で
対
象
者
を
判

断
す
る
た
め
、合
計
の
障
害
等
級
が
該
当

し
て
い
て
も
、対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

（
例
）上
肢
三
級
、下
肢
三
級
で
合
わ
せ
て

二
級
の
方
は
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

●
補
助
額

　

一
乗
車
に
つ
き
、タ
ク
シ
ー
の
小
型
又

は
中
型
の
初
乗
料
金
の
額

※

人
工
透
析
を
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
通
常
の
２
倍
の
補
助
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
書
の
受
付

四
月
一
日（
水
）か
ら
、粕
屋
町
役
場
住
民

福
祉
課
障
害
者
福
祉
係
に
て
受
付

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
又
は
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳

・
印
鑑

※

昨
年
度
交
付
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
は

残
っ
て
い
る
チ
ケ
ッ
ト
も
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

粕
屋
町
住
民
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係（
☎

９
３
８‐

２
３
１
１
）内
線
４
１
４
・
４

１
５

町の人口

人 口 男 女 世帯数

2月末現在

21年

20年

19年

40,966

40,013

39,086

20,395

19,947

19,493

20,571

20,066

19,593

16,321

15,804

15,333

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手

当
支
給
対
象
者
の
方
に
は
、申
請
書

を
送
付
し
ま
す

四
月
一
日
か
ら
福
祉
タ
ク
シ
ー
の

更
新
と
新
規
申
請
を
行
い
ま
す
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５月上旬の行事予定表月上旬の行事予定表５月上旬の行事予定表５月上旬の行事予定表

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

※三種混合・MR（麻しん・風しん混合)・日本脳炎・二種混合予防接種は、県内指定医療機関で接種できます。
※ポリオ投与は予約制です。電話又は健康センター窓口でお申し込みください。☎938-2311(内線524・525・526)

４月の行事予定表４月の行事予定表４月の行事予定表
健康相談 9:00～12:00 役場玄関ホール 

親子オープンルーム 10:00～12:00 健康センター 乳幼児

行政相談 10:00～12:00 福祉センター 

心配ごと・特設人権相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ

赤ちゃん相談 13:00～15:30 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）

交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室

10か月児健診、ブックスタート 13:00～13:45 健康センター 平成20年6月生まれの児

ＢＣＧ接種 12:50～13:45 健康センター おおむね生後３か月を過ぎてからの接種をお勧めします

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制です（4～5月実施分は4月3日から予約できます）

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 親子体操・リズムあそび

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制です

パパとママのたまご学級（ママ編） 10:00～11:30 健康センター 妊娠中のからだの変化・食事について

３歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成18年3月生まれの児

親子オープンルーム 10:00～12:00 健康センター 乳幼児

パパとママのたまご学級（赤ちゃん編） 10:00～11:30 健康センター 赤ちゃんの扱い方（赤ちゃんの準備）

ウォーキング日 9:30　　　　 健康センター 町内をウォ－キング（どなたでも参加できます）

心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ

2歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成18年12月生まれの児

子育て支援 10:00～11:00 大川保育所 園庭であそぼう

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 母の日の製作

4か月児健診 13:00～13:45 健康センター 平成20年12月生まれの児

交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室

１歳６か月児健診 12:50～13:40 健康センター 平成19年9月生まれの児

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制です

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制です

赤ちゃん相談 13:00～15:30 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）

健康相談 9:00～12:00 役場玄関ホール 

親子オープンルーム 10:00～12:00 健康センター 乳幼児

行政相談 10:00～12:00 福祉センター 

心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ

ＢＣＧ接種 12:50～13:45 健康センター おおむね生後３か月を過ぎてからの接種をお勧めします

子育て支援 10:00～11:00 大川保育所 園庭であそぼう

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 親子クッキング（パン作り）定員20名

ポリオ投与

交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室

10か月児健診、ブックスタート 13:00～13:45 健康センター 平成20年7月生まれの児

7　(火)

10　(金)

14　(火)

16　(木)

17　(金)

21　(火)

22　(水)

28　(火)

30　(木)

6　(月)

9　(木)

15　(水)

20　(月)

23　(木)

8　(金)

11　(月)

12　(火)

13　(水)

14　(木)
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集
募第11回1回 粕屋粕屋町
青少年の青少年の翼
第11回 粕屋町
青少年の翼

第
11
回
『
粕
屋
町
青
少
年
の
翼
』

団
員
募
集

《
事
業
の
目
的
》

　

粕
屋
町
の
次
代
を
担
う
青
少
年
が

集
い
、
海
外
に
お
け
る
研
修
及
び
規

律
あ
る
団
体
生
活
を
通
じ
て
、
青
少

年
相
互
の
連
携
を
深
め
国
際
感
覚
を

養
い
、
郷
土
の
発
展
の
た
め
に
努
力

す
る
心
豊
か
な
粕
屋
の
青
少
年
を
育

成
す
る
。

《
事
業
の
概
要
（
予
定
）》

●
主
催　

粕
屋
町
・
粕
屋
町
教
育
委

員
会

●
研
修
期
間　

８
月
19
日
（
水
）
〜

　

８
月
26
日
（
水
）（
６
泊
８
日
）

●
訪
問
地　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

●
研
修
内
容　

交
流
会
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
、
そ
の
他
。

※

研
修
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
参
加
者
負
担
金　

▽
団
員
＝
８
万
円

▽
班
長
＝
５
万
円

●
そ
の
他
費
用　

パ
ス
ポ
ー
ト
取
得

費
用
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
代
な
ど
の

経
費
が
必
要
。

●
事
後
活
動　

研
修
の
成
果
を
今
後

の
地
域
、
青
少
年
団
体
、
学
校
な

ど
の
活
動
に
役
立
て
る
。

《
事
前
・
事
後
研
修
（
予
定
）》

　

粕
屋
町
青
少
年
の
翼
研
修
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
、
団
員
と
し
て
の

心
構
え
及
び
研
修
先
の
国
の
情
勢
な

ど
、
必
要
な
研
修
を
行
う
。

◆
７
月
５
日
（
日
）

◆
７
月
20
日
（
月
・
祝
）

◆
８
月
９
日
（
日
）

◆
９
月
13
日
（
日
）

▽
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

《
募　

集
》

●
人　

員　

▽
団
員
＝
45
名

　
　
　
　
　

▽
班
長
＝
５
名

●
期　

間　

４
月
１
日
（
水
）
〜

４
月
30
日
（
木
）

●
資　

格

団
員　

中
学
１
年
生
か
ら
20
歳
ま
で

班
長　

21
歳
か
ら
35
歳
ま
で

（
詳
細
左
記
の
通
り
）

▽
団
員　

粕
屋
町
在
住
で
、
平
成
元

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

◇
健
康
で
協
調
性
に
富
み
、
研
修

計
画
に
沿
っ
た
規
律
あ
る
団
体

行
動
に
耐
え
ら
れ
る
人
。

◇
目
的
意
識
を
持
っ
て
、
研
修
に

参
加
で
き
る
人
。

◇
事
前
・
事
後
研
修
に
参
加
で
き

る
人
。

※

申
込
み
が
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

▽
班
長　

粕
屋
町
在
住
で
、
昭
和
49

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

◇
研
修
の
企
画
な
ど
を
行
う
班
長

会
議
に
出
席
し
、
各
班
の
団
員

を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
人
。

◇
過
去
に
粕
屋
町
又
は
県
な
ど
の

青
少
年
の
船
・
翼
な
ど
に
参
加

し
た
経
験
の
あ
る
人
。

※

面
接
を
実
施
し
ま
す
。

●
提
出
書
類

◇
参
加
申
込
書

◇
団
員
応
募
承
諾
書

◇
応
募
動
機
（
４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
１
枚
程
度
）

※

申
込
書
は
社
会
教
育
課
（
役
場

２
階
）、
役
場
一
階
総
合
受
付
、

粕
屋
町
立
図
書
館
に
置
い
て

い
ま
す
。

●
団
員
決
定
及
び
取
消

　

団
員
に
内
定
し
た
も
の
が
、
良

好
な
成
績
で
事
前
研
修
を
終
了
し

た
場
合
に
、
団
員
と
し
て
正
式
に

決
定
。

　

団
員
と
し
て
決
定
さ
れ
た
後
で

あ
っ
て
も
、
団
員
と
し
て
不
適
当

と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
決
定

を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

●
報
告
書
の
提
出

　

団
員
は
研
修
終
了
後
、
別
に
指

示
す
る
研
修
の
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
９
３
８
ー
１
４
１
０

粕
屋
町
駕
与
丁
一
丁
目
１
ー
１

（
粕
屋
町
役
場
２
階
）




